
【シラバスⅡ】令和 8 年度 評価規準 

教科名 英語 科目名 英語コミュニケーションⅠ 

時期・単元 内容のまとまり 知識・技能 思考・判断・表現等 主体的に学習に取り組む態度 

大高テスト毎・ 

応用教材 

聞くこと 

 

文章を聞き取るために必要となる語

彙や表現、発音、文法事項を理解し、

使用できる。 

必要な情報を得るために、未知語を

予測したり、文法の知識を活用した

りして、概要や要点、詳細を整理し

て聞き取ることができる。 

必要な情報を得るために、未知語

を予測したり、文法の知識を活用

したりして、概要や要点、詳細を

整理して聞き取ろうとしている。 

定期考査/大高テ

スト毎・ 

各時期に学習し

た教科書の単元

と Home Reader 

読むこと 文章を読み取るために必要となる語

彙や表現、文法事項、文章構造を理

解し、使用できる。 

 

必要な情報を得るために、学んだ知

識や技能を活かしたり、未知語を予

測したりして、概要や要点、詳細を

整理して読み取ることができる。 

必要な情報を得るために、学んだ

知識や技能を活かしたり、未知語

を予測したりして、概要や要点、

詳細を整理して読み取ろうとし

ている。 

学期毎・ 

各時期に学習し

た教科書の単元 

 

話すこと 

（やりとり） 

情報や考えをやり取りするために必

要となる語彙や表現、文法事項、音

声、背景知識、効果的な文章構成等

を理解し、使用できる。 

情報や考えを伝えあえるように、学

んだ知識や技能を活かし、理由やそ

の説明を加えて、質問や対話をする

ことができる。 

情報や考えを伝えあえるように、

学んだ知識や技能を活かし、理由

やその説明を加えて、質問や対話

をしようとしている。 

学期毎・ 

各時期に学習し

た Element I, Ⅱ 

 

話すこと 

（発表） 

情報や考えを述べるために必要とな

る語彙や表現、文法事項、音声、背

景知識、効果的な文章構成等を理解

し、使用できる。 

情報や考えが相手に伝わるように、

学んだ知識や技能を活かし、理由や

その説明を加えて、発表することが

できる。 

情報や考えが相手に伝わるよう

に、学んだ知識や技能を活かし、

理由やその説明を加えて、発表し

ようとしている。 

定期考査/大高テ

スト毎・ 

各時期に学習し

た Element I, Ⅱ 

書くこと 授業で扱った話題やこれに関連した

内容について、文や文章を書くため

に必要な、語彙や表現、文法事項、

効果的な文章構成等を理解し、使用

できる。 

情報や考えが相手に伝わるように、
学んだ知識や技能を活かし、理由や
その説明を加えて、文や文章を書く
ことができる。 

情報や考えが相手に伝わるよう
に、学んだ知識や技能を活かし、
理由やその説明を加えて、文や文
章を書こうとしている。 



主な評価方法 
定期考査・大高テスト・      

パフォーマンステスト 

定期考査・大高テスト・           

パフォーマンステスト 

定期考査・大高テスト・ 

パフォーマンステスト・ 

授業（観察）・提出物 

その他    

 


